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{践的1 1:E~醤欝捜織のひとつである綴探病(;t，わが箆に
おいて40議以上では10人に1人が脊していると報告され，

箆渓鵜とまで繋われるようになった.その予践と改畿には運

動が有効であることはよく知られているが，翼線に懇者が習

機約な運動をしているかどうかはよく知られていない.糖尿

病治療の線だった特徴は患者患身が治療を行うことであり，

これをセルフケア行動と震う，よって，本研究においては，

運動実践をセルフケア行動として捉え，それを左右する饗怒

について明らかにすることを話的とした.

{研究方法3 インスリン非依存型綴探鱗外来懇者を対象と

い記名島記式鍵鶴紙法を行ったe 鱗査エ真箆には現在の運動

実施状況(身体活動麓)，現在の病状，および糖尿病に関す

る知識度を鈎3をするとともに，運動に対する自己効力感(遂

勤行動の自鑓度).運動の快イメージ，対人依存行動特性，

情緒的支援ネットワーク t QOL.および治療・鍵鰭づくり

に対する行動力という 6つの心理社会的饗慰に慨する尺度を

用いた.線変襲配布教は212部，間収数は 157部，題収

率{ま74.1%であった.このうち，箆入濡れの多いもの 22
部を敵意，響効部数 13 5部(脊効関i箆率63.7%)につい

て，書尺度を得点化した後，鑓頼性の検討，および鶴子分析

を行い. rインスリン非依存型糠尿病態者の現在の運動実施

とQOしを綬定する婆践の顕泉モヂjりを構築し，関連する

と態われる各婆愚問の器薬の所在を紛らかにするため，共分

散構i襲分析を行った.宥愈水準は5%以下とした.

{結集および考緩1 鰯査の結集，本研究におけるインスリ

ン非依帯型糠段構懇審の 1遜鰯議たりの総身体活動震は，平

均1300β土2267.1kcalとぱらつきが大きく， 500'" 
1000kcalの者が約3分の1を占めた. r運動実施j に影響

を及iます襲艇は r運動行動の自イ態度jであった. r運動行動

の自像度j は f治療*銭旗づくりの行動力jおよびfQOLJ 

にも膨饗を及ぼす護国であり，自己効力感を高めることがイ

ンスリン非依存型糖際競患者の良好なコントロールを保つた

めに必饗であり， fQ 0 LJの向上!こも膨饗を及ぼすことが

示唆された.また f矯気の知識j は r病気の状態j と栂機関

係にあったものの，いずれの従瀦毅数とも間諜鵠係が得られ

なかった.Bandure!こよると，人が行動を起こすためにいだ

く期待!こは， rある行動が結集をもたらすかどうかに関する

“結巣期待..Jと f良分がその行動をうまくとれるかどうか

に腐する"効力期待..jがあると嘗われている.正確な知識

の縫供は，結集織待を高めるために援護な役割を果たすと震

われているが，本研究の結果から，患者のセルフケア行動の

爽行!こ対しては，結集織待よりも効力期待であるf自己効力j

が野饗を及ぼすと考えられた. r運動の快イメージjは f運

動符勤の島健IIJ(こ強く影響を与えていた.インスリン非依

存製糖涼病患者における治療は援織におよぶため，運動の継

続かを箆揺すことも獲婆である.そのためには，運動をする

ことによってもたらされる f楽しさJ r箆自さJ.運動後の

f輿快さjなどの f快適経験j を大事にし，これならば fや

れるj r続けられるj f楽しめるj という f自己効力j を高

められるような運動プログラムや雰諮箆をつくり，患者との

rØ~1こ稽頼関様を形成していくことも麓襲であると態われた.
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